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第５回加茂駅周辺まちなかエリアプラットフォームワーキンググループ 議事要旨 

１ 日時：2025 年１月 14 日（火）午後２時から４時 30 分 

２ 場所：加茂市役所３階 301・302 会議室 

３ 出席者（敬称略） 

 堀内大祐（加茂商工会議所 まちづくり委員会 委員） 

涌井 陽（加茂市商店街協同組合（涌井金太郎商店）） 

萩野正和（株式会社 connel 代表取締役） 

加藤はと子（全国「道の駅」女性駅長会 会長） 

高澤 浩（第四北越銀行 加茂支店 支店長） 

水谷景子（第四北越銀行 加茂支店 主任） 

山口 翼（第四北越銀行 加茂支店 代理） 

小林 裕（加茂信用金庫 本店営業部 部長） 

夏目一寿（加茂信用金庫 総合企画部 課長） 

武者正人（NST 新潟総合テレビ 情報制作本部デジタルマーケティング部 部長） 

齋藤祐樹（加茂市 政策推進課 課長） 

中浜孝昭（新潟県三条地域振興局 地域整備部 計画専門員（総括）） 

丸山玄太郎（加茂青年会議所） 

落合 純（新潟経営大学 地域活性化研究所 所長） 

青山 准（NTT 東日本 新潟支店 地域基盤ビジネス課長） 

 

 オブザーバー 

阿部 駿（加茂市観光協会 事務局長） 

鈴木智也（加茂市観光協会 事務局） 

鈴木宏和（加茂市商工観光課観光係 係長） 

小野慎太郎（加茂市建設課都市計画係 課長補佐） 

 

事務局：加茂市政策推進課、㈱オリエンタルコンサルタンツ 

４ 議事 

（１）開会 

（２）具体的な取組みの検討について 
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  事務局より、資料３（前半）をもとに、前回の意見交換の結果及びグループワーク

の進め方について説明を行った。その後、情報発信グループ、担い手育成グループに

分かれて意見交換を行った。 

（３）意見交換結果の発表 

 １）担い手育成グループ 

【ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ】ネイチャーガイド育成講座については、カリキュラムをどうするのか、ガ

イド育成の講師をどうやって募集するのかというところから議論が出発した。議論する

なかで講座の参加者募集を始めるよりも、これまで実施していたガイドの仕組みがどう

なっていたのかを共有する必要があるとなった。これまで実施していたガイドについて

観光協会からお話ししていただいた後、ツアーにどのようなコンテンツが求められるの

だろうか、また、ガイドにはどのようなスキルが求められるのだろうかという話になっ

た。そこで、まずは次年度の４月の雪椿まつりにおいて、モニターツアーをやってみて

みようとなった。季節によって見どころが異なるため、夏・秋にも実施しようとなった。

モニターツアーと並行して、５月以降からガイド育成のためにどういうカリキュラムが

必要になるのかなどを議論しようとなった。 

また、これまで実施されてきたガイドの実施内容（ナレッジ）が明文化されていなか

ったため、ガイドの実施風景を映像で記録を残すことも必要との話になった。そして、

モニターツアーの実施とその記録化（アーカイブ化）の次の話として、どのようなツア

ーを行うべきというコンテンツや、分野や資質などの面でどういう人がガイドの候補に

なるのかが見えてくるという話になった。今回、ネイチャーガイドということで議論が

始まったが、ネイチャーだけでツアーがやっていけるのかということで、商店街や水辺

もフィールドに加えようということで、取組みの名称も変更したい。 

モニターツアーのガイドは、これまでガイドをやられた方にもう一度お願いしてみる

か、あるいは市史の編纂に携わり加茂山の歴史に詳しい方がいるので、その方にお願い

するとともに、その方を経由して他の人材を紹介してもらうところから始めようとなっ

た。その中で、学生も巻き込むことで、新たな人材の発掘につなげようという話も出た。 

取組みの主体としては、観光協会が中心となりつつ、新たなアイデアも必要なので、

引き続き担い手育成グループ全員で関わることになった。 

次に「商店街への新規出店者支援」について話し合った。現状ではまちなかエリアの

空き店舗等の情報が一元化されていないことと、空き店舗を利用したい人が現れたとき

に、その情報を提供できる仕組みがないという課題を改めて共有した。空き物件情報を

どういう体制・仕組みで集めるのかを決めていかないとその先に進まないが、これにつ

いてはすぐに答えが出ないので、担い手育成グループがプロジェクトチームとなって、

次年度以降も引き続き議論していく必要があるとなった。 
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空き物件を探している人が最初にコンタクトをとる窓口として、観光協会がその役割

を担うことができるかもしれないとの話になった。空き物件情報の一元化だけでなく、

まちなかエリアで商売したいという人の情報も一元化することが重要との意見が出た。

このような部分を来年度の夏くらいまでに詰めていこうとなった。また、空き物件の情

報については、不動産事業者が詳しいだろうということで、ある程度方向性が見えてき

た段階（来年の夏を想定）で、不動産事業者にも声掛けをして巻き込んでいこうとなっ

た。最終的には、来年度末までには空き物件の情報の一元化や窓口となる主体を見出し

ていこうとなった。 

 

【WG ﾒﾝﾊﾞｰ】商店街への新規出店者支援において、窓口の候補として出た背景について

補足したい。市（行政）で把握している空き物件情報を、特定の一事業者に出すのは難

しいだろうということで、半官半民の性格をもつ団体であればその役割を担えるのでは

ないかということである。もう一つは、いわゆる観光地ではない加茂市において何が求

められるのかを考えたときに、狭い意味での観光振興だけをやる組織ではなく、まちの

賑わいづくりにも関わることが求められるのではないかと考えている。そういう意味で

今回、新規出店者支援の窓口となる主体を見出しにくい中で、組織名を変える可能性も

ありえるが、担い手になることがあるかもしれない。なお、新規出店の方からすると、

窓口が自組織というのはピンとこないかもしれないので、組織名称もおいおい考える余

地があるかもしれない。 

ネイチャーガイドは、これまでガイドをしていただいた方のノウハウを今のうちに動

画に残すなどして、高校生や中学生などの若い方に伝えることができれば、新たな担い

手育成につながっていくと思う。 

２）情報発信グループ 

【ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ】最初にコンシェルジュのサービスのスタート時期について話し合った。既

存のイベントと絡めてスタートすると良いのではないかということで、青海神社秋季例

大祭をターゲットとし、それまでに何をしなければならないかを議論した。 

４月にコンシェルジュの候補の方を集めた説明会を開催する。そこで多くの方々に賛

同を頂けるという想定で５月にはお互いに紹介しあう「ネタのもちより」の会議をやる。

お互いよくわかっている店舗が中心になるとは思いながらも、新たに「ぜひ参加したい」

という方がいることも想定し、その場合は、まち歩きをやってみようとの意見も出た。 

また、店舗の紹介だけでなく、観光客から「どこが見どころですか」という問い合わ

せがくることも想定される。商店相互の紹介は、ある程度「見えている」部分があるが、

観光の部分は、加茂に長く住んでいるだけに、外の人の目からみた「おすすめ」がよく

わかっていないかもしれない。この部分は観光協会からの協力も得る。観光協会さんに

は４月のミーティングから入っていただく。 
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次に周知のためのチラシ、看板又はステッカーなどを作成する段階となる。このほか

にも、ある商店を紹介する際に例えば「○○さんが紹介しました」ということが記載さ

れた紹介カードをお客さんに手渡し、それをもっていくと、紹介先で何かちょっとした

特典（サービス）があるとよいのではないかとの議論になった。メンバー同士で交流す

る効果もある。チラシなどは、既存のテンプレートも活用しながら、手作り感満載にな

るかもしれないが、なるべくお金をかけない方法でスタートしようとなった。例えば、

チラシ作成の得意なメンバーが、原稿を作成してコピーする程度のイメージである。 

WEB での情報発信では、WG ﾒﾝﾊﾞｰに画像データを渡せば、対応可能とのことである。

また、情報発信の仕方としては、WG ﾒﾝﾊﾞｰにコンシェルジュの店舗を取材してもらい、

もっと詳しく WEB で情報発信するとともに、グーグルマップやインスタグラム上で店舗

のピンが立つような操作も行うことができるとのことである。ただし、こうした情報発

信は、現在、会費を支払った会員向けのサービスとして実施していることから、同じよ

うな取組みを無料で行うのは難しく、このあたりは内部で整理してもらうこととなった。

WG ﾒﾝﾊﾞｰの店舗ではチラシ類ができた段階で店舗に置いていただくことになった。 

 

【WG ﾒﾝﾊﾞｰ】情報発信の部分を補足したい。自組織では、現在サイトを用意しており、

そこにコンシェルジュの企画があり、それを継続的にやっていくことのリリースは可能

である。また、市から補助金をいただきつつ、会員の会費を運転資金にしているところ

もあって、会員ではない個別の事業者を SNS で紹介するような取組をやっていいのかど

うかについて、内部で検討する必要がある。 

これについては、自組織の取組みでなければ問題がないというところもあって、これ

までどおり運営していくのか、少し形を変えて運営していくのかによっても、できるこ

とが変わってくる。先ほどの担い手育成グループでの議論でも自組織がいち担い手とな

るような話があったが、まちづくりの担い手やプレイヤーになれるのかどうかも次回ま

でに答えが出せそうかどうかを検討させてほしい。２月の段階で結論を出すことが難し

い場合も引き続き検討させてほしい。もしかしたら、今日、発表させていただいた以外

の広い部分で関われるかもしれない。 

 

【涌井氏】今回提案させていただいたコンシェルジュは、人を介して紹介し合うことが

大切だと思っている。紙媒体で店舗を案内するチラシ類は、これまでも結構あった。チ

ラシ類が配布されても、それを手にもって商店街を訪れているかというとなかなか難し

く、今回は人を介して紹介することで、「そこに行ってみよう」と思ってもらえればい

いと思っている。 

３）総評 

【進行役】今日の議論では、実施する内容や取組みの主体が見えてきたと思う。なお、

主体の方だけでやるのではなく、例えば、ネイチャーガイドの候補を紹介してほしいと
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いう話もあったし、情報発信グループでも今後はデジタルサイネージの話も出てくるか

と思うので、ぜひ、周囲の方も協力していただいて進めてほしい。令和７年度からは、

総力をあげて、取組みを「正解」にしていってほしい。正しい方法があるわけではない

ので、みなさんの持てる力を無理のない範囲で提供していただいて「正解」をつくって

いってほしい。それに関しては自分もできることはしたいし、未来ビジョンが実現する

姿を一緒に見てみたい。今後も、よろしくお願いします。 

 

（３）令和７年度以降の体制等について 

事務局より、資料３（後半）をもとに説明を行った。 

 

【進行役】体制に関しては、今までとは大きく変わらないと思う。ただ、次年度からは

具体的な取組みが動いてくる。議題が全体の話なのか、個別の話なのかが、だんだん、

ワーキングの中でわからなくなるのは問題なので、議論する内容をわかりやすくする上

で、今回お示した体制が良いと思う。エリアプラットフォームは、未来ビジョン全体の

方向性を確認、検証する役割があるので、その本来の役割としてのコーディネーション

ミーティングがある。インキュベーションミーティングは、加茂のエリアプラットフォ

ームの場合、特色のある動きをしていることを踏まえたものである。新潟市のエリアプ

ラットフォームとは違う動きであると思っている。今日も具体的な取組みに関して食い

込んだ議論をしたが、インキュベーションミーティングは、その部分の会議の場である。

コーディネーションミーティングとは視座、視点が異なるため、会議の名称を分けてい

る。 

資金の支援の話は、時期尚早なところもあると思うが、いずれはこういう話も課題と

なる。まずは今日の前半のような取組みを増やす議論をやっていくべきで、その中では

お金の支援もあるにこしたことはなく、避けて通れない話ではある。お金だけに限らず、

人材や場所も含めて、今日、お示しした仕組みをいずれ考えていかないと、みなさんの

力だけでやりきれない部分はいずれ出てくると思う。そういう意味で本日、体制と資金

の支援の議題の２つをお示しさせていただいた。 

 

【WG ﾒﾝﾊﾞｰ】官民連携の目線では、資金を支援する仕組みも必要な議論だと思う。今日

の資料は資金の支援の内容だが、将来の担い手を教育、育成していくことも必要になっ

てくると思う。また、今日の資料で、論点的に資金を管理する仕組みや資金を誰が保有

するのかなどが書かれているが、こうした仕組みが動き出すと、資金が入ってくる場面

が出てくる。一方、現在はインボイスの関係で、法人格がないとお金をもらうことがで

きない。このため、資金の受け皿は法人化することも視野に入れる必要があると思う。

また、今日の前半の議論で、空き店舗・空き家の情報とマッチングについて、どこが一

元的な窓口を担うかの話があった。そういう議論になったときに、使い勝手のよい法人
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があることは重要だと思う。もちろん、その法人があらゆる一元的窓口になるのではな

いとは思うが、いずれはそうした窓口が必要になってくる。 

 

【WG ﾒﾝﾊﾞｰ】空き家・空き店舗再生の事業を始めるとすれば、資金を取り扱うスキーム

が必要になってくると思う。それをどのタイミングで議論するのかということになるの

ではないか。 

 

【WG ﾒﾝﾊﾞｰ】今、空き家・空き店舗の話が出たが、事業ベースで考える必要がある。先

ず物件購入の資金が必要になる。それを銀行から借りる場合もあるし、何か補助金をも

らうこともあるし、色々あると思う。それは、お金を集めて誰に配るという話ではなく、

先ず事業の組み立てベースの話があって、そこに人が必要なのか、金が必要なのか、場

所が必要なのかという議論になると思う。そういう意味で、今、意見が出たように、先

ず取組みベースで何が必要なのかを議論することが大切である 

 

（４）事務連絡 

 

【事務局】次のワーキングは２月 10 日の 14 時からであり、場所は本日と同じである。 

また、未来ビジョンの概要版について、このあとご希望の方にお渡しさせていただく。 

 

（５）閉会 

 

以 上 

 


